
事業番号 - - -

（ ）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
-

- - -

目標値 - -

- - - -

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

　　X/Y 1,879/10事業 2,054/11事業

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和元年度

3,831/10事業 -

- 年度 -

10 - -

当初見込み - - - - - -

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

令和3年度 4年度活動見込

単位当たり
コスト 百万円

10 11

-- -

成果実績 - - -

達成度 ％ -

年度

- - -

X／Y＝百万円／事業
X=執行事業総額　Y=執行事業数

187.9 186.7 383 -

計算式

令和4・5年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算目 令和4年度当初予算 令和5年度要求

計 4,450 4,450

活動内容
（アクティビ

ティ）

事業実施主体者（沖縄北部１２市町村等）に補助金を交付する。

事業実施主体者（沖縄北部
１２市町村等）において、事
業を実施する。

事業実施数
※年度ごとの申請に基づき
事業を実施するため当初
見込みの記入は困難

活動実績 事業一式

主な増減理由

沖縄北部連携促進特別振
興事業費補助金

4,447 4,447 -

職員旅費 3 3

計 1,935 2,188 4,030 7,448 4,450

予備費等 -

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

55% 60% 111%

執行率（％） 97% 94% 95%

-

令和5年度要求

当初予算 3,450 3,450 3,450 4,450 4,450

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

県土の均衡ある発展を図るため、所得向上に向けた産業振興に資する事業や人口増加に向けた定住条件整備に資する事業（非公共事業）を実施する。
事業実施主体は、北部12市町村等で補助率は８／１０

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

執行額 1,881 2,054 3,831

補正予算 -

801 2,316 3,578 2,998 -

- - -

予算
の状
況

-

前年度から繰越し

翌年度へ繰越し ▲ 2,316 ▲ 3,578 ▲ 2,998 -

-
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令和4年度行政事業レビューシート 内閣府

主要政策・施策 沖縄振興、地方創生 主要経費 文教及び科学振興、食料安定供給関係、その他の事項経費

事業名 沖縄北部連携促進特別振興事業費 担当部局庁 政策統括官（沖縄政策担当） 作成責任者

事業開始年度 平成24年度
事業終了

（予定）年度
令和8年度 担当課室

沖縄振興基本方針（平成24年５月　内閣総理大臣決定）
沖縄振興計画（平成24年５月　沖縄県）
沖縄振興基本方針（令和４年５月　内閣総理大臣決定）
沖縄振興計画（令和４年５月　沖縄県）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

沖縄県北部地域は、県内の他の地域に比べ一人当たりの所得が低く、過疎地域が多く存在することから、県土の均衡ある発展を図るため、北部地域にお
ける自立的発展を図るため、北部地域の連携を促進しつつ、産業振興や定住条件整備に資する事業を実施するもの。

参事官（政策調整担当） 参事官　鈴木　哲哉

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等



○ 事業主体との補助率を適正に設定している。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。 ○
競争入札等により、競争性が働き、コストの削減が図られて
いる。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○ 合理的な資金の流れとなっている。

沖縄振興基本方針に基づき、国として沖縄北部の振興のた
めの事業を実施しており、優先度の高い事業である。

事業の妥当性
を検証するた
めの代替的な
達成目標及び

実績

代替目標 代替指標 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標

21 -

達成度 ％ 69.2 52.6 66.6 -

目標最終年度

- 年度 - 年度

産業の振興及び定住条件
の整備

成果目標を設定した完了
事業のうち、成果目標を達
成できた事業の割合

実績 目標達成事業数 9 10 14 - -

目標値 完了事業数 13 19 -

-

定量的な目標
が設定できな
い理由及び定
性的な成果目

標

定量的な目標が設定できない理由 定性的な成果目標と令和元年～令和3年度の達成状況・実績

本事業は、「産業の振興」や「定住条件の整備」に資するものであ
り、定量的な成果目標を設定するとした場合、人口の増加や雇用
人数の増加といった指標が想定されるが、これらの指標は、他の
施策による効果や社会経済情勢など他の要因に大きな影響を受
けるものであり、本事業の成果のみを取り出して定量的に評価す
ることは困難なため。なお、27年度以降の個別の事業について事
業ごとに定量的な目標を設定しており、適宜、その目標の成果実
績を把握している。

定性的な成果目標として、産業の振興や定住条件の整備に資する振興事業
を実施した。

定
量
的
な
成
果
目
標
の
設
定
が
困
難
な
場
合

0074 沖縄北部連携促進特別振興対策特定開発事業費

事業名

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。 ○
成果目標を達成するための事業展開であることから、その成
果実績は、事業の有効性を担保するものとなっている。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

‐ -

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ‐ -

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

‐ -

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○ 事業目的に即した費目及び使途となっている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐ -

整備された施設等の活用によって、沖縄北部の振興が図ら
れている。

繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ○

令和３年度については、新型コロナウィルスの影響により現
場に配置する作業員や技術者を削減するなどの対策に伴
い、工程が遅れたこと等によるものであり、妥当性が得られ
ると考える。

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

政
策
評
価

、
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画

と
の
関
係

政
策
評
価

政策 9.沖縄政策の推進

施策

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○
原則として、競争入札等により競争性、公正性を確保してい
る。なお、一部競争性のない随意契約となった事案がある
が、いずれも市町村の契約ルールに則り、支出先の選定は
妥当である。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、一
者応札又は一者応募となったものはないか。

有

競争性のない随意契約となったものはないか。 有

受益者との負担関係は妥当であるか。

国
費
投
入
の

必
要
性

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。 ○
沖縄県民や社会のニーズ等を反映した沖縄振興基本方針等
に基づいた事業を実施している。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○
沖縄振興基本方針等に基づくものであり、国として支援を講
じる必要がある。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

○

評　価 評価に関する説明

政策評価書
URL

内閣府本府政策評価書の作成対象外

該当箇所 -

新
経
済
・
財
政
再

生
計
画
改
革
工
程

表
 
2
0
2
1

取組
事項

分野： - －

（新経済・財政再生計画改革工程表 2021）
URL：

－

該当箇所

事業所管部局による点検・改善

項　　目

9.沖縄政策に関する施策の推進

－

事業番号

関
連
事
業

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

事業番号0074は、「公共事業」を担当する。
事業番号0092の本事業は、「非公共事業」を担当する。

2022 内閣府 21



-内閣府 0086

00962021 府 20令和3年度

令和2年度 内閣府 0085

平成30年度 0080

令和元年度

平成28年度 0074

平成29年度 0078

平成26年度 0075

平成27年度 0081

新24-0007

平成25年度 0080

現
状
通
り

北部地域の市町村や関係省庁との連携を密にしながら、事業の進捗管理及び効果検証に取り組み、優先度の高い事業に対して十分な支援がな
されるよう努める。

備考

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成23年度 -

外部有識者の所見

点検対象外

行政事業レビュー推進チームの所見

現
状
通
り

北部地域の市町村や関係省庁との連携を密にしながら、事業の進捗管理及び効果検証に取り組み、優先度の高い事業に対して十分な支援がな
されるよう努めるべき。

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

点
検
・
改
善
結
果

点検結果
内閣府及び移替え省庁においては、事業要望ヒアリング時に各事業の実施状況を聴取、現地確認等により進捗状況や完成状況を把握すると
ともに、事業実施主体から提出された実績報告書により適正性を確認した。

改善の
方向性

引き続き、関係省庁とともに補助金等の適正な執行に努めていく。また、事業実施の過程で生じた課題等については、速やかに事業実施主体
と調整しながら改善策等を次年度以降の事業へ反映させる。

平成24年度



※令和3年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

☑費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載 チェック

計 263 計 72

補助金 ギンバル海岸周辺環境整備事業の実施 263 工事 建設工事 72

G.金武町 H.有限会社イシン産業・有限会社外間建設JV

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 326 計 274

補助金
やんばる３村観光連携推進事業（東部周遊
拠点施設整備）の実施

326 工事費 建築工事 274

E.国頭村 F.有限会社陽功建設・有限会社昭建設JV

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 922 計 322

補助金 伊江村畜産総合施設整備事業の実施 922 工事費 建築工事 322

C.伊江村
D.有限会社真組・有限会社永山建設・島幸建設株式会社

ＪＶ
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 997 計 390

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

補助金
本部半島・伊江島エリア観光促進事業（本
部半島多機能観光支援施設整備）の実施

997 工事費 建築2工区 390

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.本部町 B.株式会社渡久地組・有限会社良三組JV

費　目 使　途

内閣府 3,831百万円

（沖縄北部連携促進特別振興事業費の補助金、職員旅費の移替え等）

内閣府 2,963百万円【執行】

（沖縄北部連携促進特別振興事業費の補助金の交付）

事務費 0百万円

（職員旅費）

A.本部町 997百万円【補助金】

（本部半島・伊江島ｴﾘｱ観光促進事業の実施）

B．民間業者（11社）997百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

C．伊江村 922百万円【補助金】

（伊江村畜産総合施設整備事業の実施）

D．民間業者（11社）・個人922百万円【指名競争契約】

（建築等工事費、用地取得費）

E．国頭村 326百万円【補助金】

（やんばる３村観光連携推進事業の実施）

F．民間業者（6社）326百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

G．金武町 263百万円【補助金】

（ギンバル海岸周辺環境整備事業の実施）

H．民間業者（10社）263百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

I．名護市 173百万円【補助金】

（名護・やんばるの自然と文化拠点施設整備事業の実施）

J．民間業者（15社）173百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

K．宜野座村 124百万円【補助金】

（宜野座村ITオペレーションパーク機能高度化事業の実施）

L．民間業者（4社）124百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

M．北部広域市町村圏事務組合 111百万円【補助金】

（沖縄北部地域救急・救助ヘリ運航事業の実施）

O．今帰仁村 45百万円【補助金】

（本部半島・伊江島ｴﾘｱ観光促進事業の実施）

P．民間業者（2社）45百万円【指名競争契約】

（改修等工事費）

N．特定非営利活動法人（1社）111百万円【随意契約】

（委託費）

スポーツ庁 868百万円【移替え】

（沖縄北部連携促進特別振興事業費の補助金の交付）

Q．金武町 510百万円【補助金】

（金武町多目的屋内運動場施設整備事業の実施）
R．民間業者（2社）510百万円【指名競争契約】

（建築等工事費）

S．名護市 358百万円【補助金】

（名護市スポーツコンベンション施設整備事業の実施）
T．民間業者（10社）358百万円【指名競争契約】

（土木等工事費）



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

97％ -

7 99％ -

10 有限会社沖工設 6360002020203 機械設備工事(Ｒ３現年分) 6
指名競争契約
（最低価格）

9

9 有限会社沖工設 6360002020203 電気設備工事(Ｒ３現年分) 7
指名競争契約
（最低価格）

8
株式会社具志堅建
築設計事務所

5360001002368
建築工事監理業務(Ｒ２繰
越分)

9
指名競争契約
（最低価格）

8 97％ -

7
株式会社具志堅建
築設計事務所

5360001002368
建築実施設計業務(Ｒ２繰
越分)

13
指名競争契約
（最低価格）

8 99％ -

10 96％ -

6 伊江電気工事社 - 電気設備工事(Ｒ２繰越分) 16
指名競争契約
（最低価格）

6

5 有限会社沖工設 6360002020203 機械設備工事(Ｒ２繰越分) 19
指名競争契約
（最低価格）

98％ -

4 有限会社真組 1360002020018 土木工事(Ｒ３現年分) 32
指名競争契約
（最低価格）

12 98％ -

3
有限会社金城土建・
有限会社伊江島開
発ＪＶ

- 土木工事(Ｒ２繰越分) 61
指名競争契約
（最低価格）

11 99％ -

6 99％ -

2
有限会社真組・有限
会社永山建設・島幸
建設株式会社ＪＶ

- 建築工事(Ｒ３現年分) 152
指名競争契約
（最低価格）

6

1
有限会社真組・有限
会社永山建設・島幸
建設株式会社ＪＶ

- 建築工事(Ｒ２繰越分) 322
指名競争契約
（最低価格）

99％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 伊江村 5000020473154 伊江村畜産総合施設整備 922 補助金等交付 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

10
株式会社東陽エンジ
ニヤリング

9360001002430 現場技術業務 1
指名競争契約
（最低価格）

17 92.7％ -

9 タマキインテリア - 備品購入 1
指名競争契約
（最低価格）

5 94.3％ -

13 99％ -

8
株式会社ジムキ文明
堂

4360001008837 備品購入 8
指名競争契約
（最低価格）

5

7
有限会社石川土建
興業

9360002020191 外構工事 25
指名競争契約
（最低価格）

97.9％ -

6
株式会社渡久山設
計・株式会社新崎設
計共同企業体

- 工事監理 27
指名競争契約
（最低価格）

6 98.4％ -

5
有限会社比嘉建設
工業

9360002020794 解体工事 28
指名競争契約
（最低価格）

18 99.6％ -

5 99.2％ -

4 有限会社仲建工業 5360002020880 機械設備工事 102
指名競争契約
（最低価格）

5

3
有限会社丸良電建
工業

4360002020262 電気設備工事 129
指名競争契約
（最低価格）

99.1％ -

2
有限会社良和組・有
限会社丸崎建設JV

- 建築工事1工区 285
指名競争契約
（最低価格）

6 99.4％ -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社渡久地組・
有限会社良三組JV

- 建築工事2工区 390
指名競争契約
（最低価格）

5 99.1％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 本部町 3000020473081
本部半島・伊江島エリア観
光促進事業（本部半島多機
能観光支援施設整備）

997 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率



E

F

G

H

☑支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載 チェック

75.4％

8 88.2％

10
有限会社めーばる設
計工房

5360002004421 施工管理 1
指名競争契約
（最低価格）

10

9
有限会社オオシロイ
ンターナショナル

3360002019917 実施設計

8
有限会社カネタケ電
水工業

3360002020494
北トイレ・シャワー棟建設工
事（電気）

5
指名競争契約
（最低価格）

9 98.8％

7
有限会社カネタケ電
水工業

3360002020494
北トイレ・シャワー棟建設工
事（機械）

9
指名競争契約
（最低価格）

10 99.9％

3
指名競争契約
（最低価格）

8 95.8％

6 有限会社國場電工 3360002020511 管理施設等（電気） 11
指名競争契約
（最低価格）

9

5 有限会社富島建設 2360002020041 ピロティー棟（建築） 32
指名競争契約
（最低価格）

96％

4 有限会社仲正組 7360002020532
北トイレ・シャワー棟建設工
事（建築）

34
指名競争契約
（最低価格）

9 97.5％

3 有限会社実盛組 1360002020257 倉庫棟建設工事 40
指名競争契約
（最低価格）

9 98％

8 97.7％

2
株式会社丸政工務
店・有限会社ナカム
ラ造園土木

- 管理施設等（機械） 56
指名競争契約
（最低価格）

9

1
合同会社イシン産
業・有限会社外間建
設JV

- 管理施設等（建築） 72
指名競争契約
（最低価格）

98.1％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- －

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 金武町 5000020473146
ギンバル海岸周辺環境整
備事業

263 補助金等交付 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

6
株式会社加島事務
機

2360001009713 レジ等備品 4
指名競争契約
（最低価格）

5 85.5％ -

5
株式会社加島事務
機

2360001009713 物販等備品 10
指名競争契約
（最低価格）

5 93％ -

8 97.6％ -

4 株式会社第一機行 2360002002799 厨房等備品 18
指名競争契約
（最低価格）

4

3 株式会社翁長設計 3360001008672 工事監理 7
指名競争契約
（最低価格）

86％ -

2 上原設備 - 給水工事 13
随意契約
（その他）

2 98.7％

当初、指名競争入札を行うため
10者指名したが、3者の参加に
よる入札となった。2回目まで、
価格超過により不落、3回目で１
者辞退したことにより入札不調
となり、残った2者より見積徴取
し随意契約となった。

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
有限会社陽功建設・
有限会社昭建設JV

- 建設工事 274
指名競争契約
（最低価格）

3 99.1％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国頭村 5000020473014
やんばる３村観光連携推進
事業（東部周遊拠点施設整
備）

326 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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